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佐世保麟群申鵡部におけ懲炭縷，炭麟の嘉・下盤の

1藩麟懸線籔および鍵腰聞の簿麟摩線麟に鶯いて率

暴浜療央蕪

茎．　塞え力蒐護

　骸闘羅萎群の主要爽炭層の地表調査は地朝査所『㌧蔦

大地質学孝女室；縮よび関／会社などに』；編いて1洋瓠く調査研

寵されてきたが，ノ穴i§およびそヅ）㎜ヒポ下盤については1轡

片的な、もののみで艶薫澱囲こわた恐計言lll的な講鍵．研究は

，黛とんどなされていない、、L、たがつて．炭／l，）発達状況

について隻、．広地域にわたつて1訟概薦礁ノに強ゼれている

にすぎない，，

　著者は主要爽脚1の平τ醐斌“消長を知るために，墨く

礎試錐・坑内および地灘ず）綴料轍よつて肇搬世難餐購地域

について烹季父1嶢女の炭／華（炭二史）の鱗i耀厚瀞喪i、鶉（57筆分

の！〉をで乍成した，，また，炭層の下盤と．熱盤の等！l線

図を俘夢，炭轡のそれとの関係や炭層の堆積条糾こつい

て考察し、た阜これらの難拳！，郵箏線図から炭／，i妻の歪離積す恐が∫

後の環鎌＾　とくに水媛蕪における水流の方瞬を／餐定するこ

撫ができた、

　主要爽炭麟や凝灰岩を鍵層としてこれらの間の等蕃層厚

線図もあわせて俘成した。これらの等屡厚線図から基盤

の昇1蜂蒸嚢鄭》）産犬難集を1男らかにした。

　ま一記の　鱒霞線図についてはいずれ彗、鉾細に公表溢）す

る予定で鴬るが，と1身あえず，これまでに明1ンか齢なつ

た、強についてその幸既要を薫煮べ養。

　佐世保炭羅一噺第三系の模式地質柱状図を第工図に承す．

窯．　巌騰およびその轟・下盤の簿麟鷹綜図

　第2図に示す、試うに①・大1頼五尺，層下巌叢（響臆），（塁＞同

1炭二丈，（塁）同轡…ヒ蕨，、（泥器），⑤松浦3尺／　ノ）下盤（泥難〉，

⑥同層の炭丈，⑦同層、1二盤（泥燐），⑧砂盤層の下盤擬

灰質1砂岩〉きぐ勢1講麟疑）麓駕丈ぎ◎騰1鋒ゼ醗（炭1の疑1幾よ

瞬歌ケ浦1疑灰麟礫・i翠層の下位の謝宍響戴でのノ響さ），曝）

三三三枚物炭の炭丈，⑫購弄上盤（本ケ浦凝灰髪職）につい

て等層厚線図を作成した．

　①では調川・｛慮†輿呆亭化嘱獣・欝ぎ川内1黄薄太“員鷺“で‘は鐙細：膿

驚で厚く，大鶴炭鉱・騰島・飛島付近を結ぶ三角地帯で

　寧　慕懇の湧綿月鮒響簿鷺ラ暴護嶽鎖欝轄る講緯齢／繊　である魚

　纏継鷺都
　註糞〉　巌耀の等騰鷹線麟瓢門ひいては護奪種（貰事構から謬転

　　　炎を魯し、｝｝》胤たい、、
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◎雛となる難⑨は（）一欝（疑驚を示し，　佐々川断／　・二沿

つた地域耐、．く，漉町の心部，江迎町付近でとくに彗す

い、、③では鷹、難麟熱厚肇矯峯葱に達し，壌粥㌃もや辱1

いとこ二罫があ蜂艮塁奪い灘玉八は掘搭々州l！糞層の二康1｛鰐にみ、翫め

ら津レ篠，、礪）および（鐙でわかる，凱うに渉下嶽離こ潅輝理がな．くン

薩二接砂潜鐙瞳1－1寮こ炭層が嬢．積するようなF，。ダぴも，燦層

の／淫馬さは影黛翫うけていない。（参では飛藝騰・江逓〕褻方・

神林炭鉱・世撫瑳ll付近で厚く瓢岬3｛）灘を示し，懸．々瀞ミ

北東方に（）灘のところがある，、⑤では神林付3ま黛を除いで

一覇に瀕層の東但ilとくに麟灘於松膏翫瞬越乏鉱暢潔索μ1にか

けて／、藝く（夢勤瀬三灘以．一ヒ＞鮮舞還薫・籍擁騨に力純ナてうすくな

り震川絹慧薫ではつい1こ（）灘、歌な恐』渉では佐1々川ll鱗騰の

東鯛受麟．箆1．籍噺麟分北東傑凄久厚葦、に力擁ナて）　輯飛幹！颪葦・江迎

東方・楠泊および嚢洲内付近で薦叩く，罵鞠器飯を承し，

・蕉隔韓せ口D・鹿町験矢岳編　挙線（蓉鷺」SW方1紛

では○一器羅とな撃，巌層（松浦3尺）の磁上に砂岩が

のつズいる部分も認められる．また佐批保からせん！）箏

にi韓かうN黛汽一s賞プぎi韓○驚製鯵誓がある。．1盤に娩墨

難7一一（§艦3）
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撮三t疑携養ノ舞謹瞬二1て1－i二蒲繋こ津5ける。　潅 ノ　の一眠勇 ヂ盤；（芝．、藻　藤／麟1レ緯，よび鍾難蒸、黙／財態華l／／譲鍍i頓｝ひいて　 （」罫∈輩電年夫）

漆烹くるときと率藏4勿イヒ階y力叢くるとき、駄驚叢あ恐撫豊艶郭憲物嚢ニイで

の　　1の方が炭丈も厚く，樫ξもよいとされてい蔦，，な

壽　1．盤とL，〆て薩接砂潜がくる葺　1は，せ孟碁「）う炭鉱、tl内

などのように野wξ熔無（）票t　で肖球輩iiさ離がぐ越21巽漆煮薄馨くなる

こともある、，（妻）（（）撫3s離撚）季（動（聾欄難（／m）　はとも

に北毒か臨1によく発達L，炭二丈と下盤の砂癬とが購聾系が

あるように疑，え隅る　⑨では館々川断／、．，に沿鷲）獲薄帯が鶴

雛き　垂三々邦i断／響となんらオ譲の隣箆懇力叢あ葡痔急もL．オ㌻ない，、

難ゆ（2〔｝脚3暮顯）では欝難讐　罫時綜窯は諺、暴めら激もないカ＆i灘　　｝

いに羅撃艦：がある，，◎（（）～7ぐ〉鷺蹴）＠⑫醒＄．簸漁）では

炭層と、／二盤の凝灰耀、ごが，ともに薩麟ノぎ向に晦壕耳つて薄

くな！フ，灰／よついに消滅するようになる、，

　、 無記灘層摩線磁iの峰ど谷の刺緯）方1紳1葱を鞠麹1ごと1に

1、磐、1牽しノご。、ソ蔭頼猟ノ機1藩に畷）ヤ・て、み螂と予　｝ド　　）では一…づ段

にN－S－NW…一一繊を承し，炭丈②では巌シ…8W方
向が』きわめて顯欝にあ1｝われ， 1盤③では佐世保付近㌣を

除いて醗一8Wの輝腋示Lている⇔松1　．三測，，につ

いてみ愚と，下盤（動ではN王シ…8Wの方向／廷1｛だけが顕1

にあらわれ炭丈⑥では，佐々川郷凍榔こおいて鷺

》￥がタ謬1｛躍に；撚いてNE一一…8黛7搬斐おもで瞬一一8脚．辮黛ダー

S、擢のプ鱗葺i3督／，1認めらオ先擦。　同／き、1㎜／が籐1（慧）で鱒二響．ノ終叡暇こお

いてNW一一S鷺が，嚢側ではN鷺…SWが擁乳黙こ掛らオ

れる無砂盤層£についてみると，下盤⑧（凝灰亭沖粒イ緯、

では鷺一Wに1、獄く，炭丈⑨ではN鷺一SW方瞬をノ糞す、、

この1肇に、購、1マー…一S難二わ凸1自瞬わ小さいうね！）漆瀬醤めら勲、る、、

、ま．蓉鑑⑳（イ沙！盤1爽の皿靴粒熟義ら1歌ケ壽1ぎ1疑乏獲角聲樂キ／嚢1のほぐ／立の

轟蓮9ゼギ豪の1ぐ離1まで）ぴ）ソ遡麟招三は拶疑i】歳のそ壕ゐと。柔く一・鰺蹴づ｝

る、，

　毒講鱒摩薩線賦）揮珂犬cりうえで（乃｛癖§約ま詩擁報激妻轄々川謝影層

付近を境としてその東側では各図相議の1≡1、雛でも鼠た地域

的に層梅性力鼠一一定識ず複雑煮豊形を示Lてい雀も戯、二対／．，，，

て1司鱒議の護ざ横／畢ぞは簿NV㌧ア　＄鷺塀．鷺一一》》秀向疑〉ノ／毒恥。i ll

を示しながらも憾．体としてN鷺一一8黛1の方1鵜性が肇隻1く！認

き　ρ療、るこ乏』ぴある、、このニメン1鵜鰻三は遜難た，ダ鋸こ響f轟のタ述

べた佐世／斜，．騨上部における偽／，難）傾斜方内，すなわち

堆積物を運んだ水流の方向とよく一一致する、，寒た，⑦に示

き才して、・る、ように章潅llの、．、1二盤盤に鴛む羅か醸ll嚢してw総麟気

ζ）就　鑑．，堺す部“の方向性が全般の方i向性を代表／／てい恐

ことか1推定すると，桑　線の方晦性は水流の方向㊤影

響をもつとも弓璽く反映していると・みてよい1で・あろう“㍍，

灘翼し鮮一各隠1についての善黛薄没蕪勺な／藩攣汐テ靖ずの薄駐1、1を蒙酒己づ繭

る
、
凝
素 に畷）マ・て／』よ齋ノ麟夢llらカズ矯なマ・“、、i．癖｝ド盤餐と鍵購と

の関係については今考究中であ恐が，あ｝．桝郷療な関係

1題まだ鷲醤められノぐマ・ない、、

　餐た，⑧⑨に示すように1ぐ盤が砂二岩の1雛におレ　“、き

脚渉安定い磁號堆積い鞍・駆識は，少なくとも本

脚．！てiにおけぞ瀬細塀漉蜘脈よ恐量）¢）ではなく，黛の

瀬難澱羅、離藍ついては不1妻澤であるが，いよゆぞ麟惹，移堆積性

ζ）もので凄愚ごとをli膏；蚕妻してい添も篇と、轡、露数、葛、．、さら

に嬢…畷麟ではノ層羅涯盤とも鶴壌二1東フ灘顛蘇乙≧欠、総轍／、糞くなる

鯵1爵昆こあ幣煮とは，オく糞爺の二む睡蒸縁嚢壌！）るいは1壌零♪、1勢の

／共藩糞原寿縄三）の韓．、i臨婁などにi 那暮し’ぐい護）よう紅、響、わ象し難ゆ義糞

そのlil孫ii鋳激騨蔀三）寿誌でない、ン

1乱　雛麟闘の等麟摩線灘

　響鴛i瀬iに 鈴嘩帆、ように壽婆響1繕の舞鉾擬 ／難牽劉灘とし．て欝④、大l

l頼』鷺ノ1緊ぎ…摩1壌疑！天角善嚢ざ碧・藩ン蘇瞬蛍鍵疑．叉角薦塚ギ1緊》一 嗜緊

浦、沢層，◎松浦三、紺　籍妙濾翻角憂樂糊，l！．◎歌ケ

浦糊碍蠣闇・、妻！一本ケ浦凝灰涯，／、縫，また靭搾臓を異

に繰声恐もの、！江して磐磁功鍵勢、麟に、戯、編ヂー欝韓の蕎耀甕食を・声茸

曝筆蟻髪磁〉繭1舞／　）ξ　l　l　難欝く腿ぐ蒋｝或しプ門

　燕讃殿鴛擁翼i瞬と更一ごては象④（恥◎では｛塞々ノii鐸夢聾　翼3鷺を馨慧

にt．てその1酸｛購で’／漁漂艮ン、ズ1状に1磨く坤／嚢乱．ド黛　そ卵，〉蓉f棋彗

では1概し，！ぐ褻糊、1、よ導湛，馨い毒餐呪なわち筆　大灘1驚び紺　擁鱗嚢li寺

力減　鴛ゲ1毒瑠天角醗雛／l葺懸案灘特、鉦では／搬々／i準糞弄、 付腿　糞

箋鷺と1、、，だぐ」翫のヌ褻｛難が亘甕デ｛則に嚢！涯．、萱ζ淫二1蜂壌藪がプぐであ畷）ノご煎

と；　鍔｝ぐ紅＝、

　こ霧こ対して，◎では佐々川断／l付近¢壌側が西側に

奏ぎして揖1灘昼i勺に1薄1くな郵）多　（羅て鷺漁、1烈簗騨）濯く鉱　虞慧、よる縫

・食1爵／躍鍛則のそ霧レ、諏娘プ藤レ・ことを罫してマ耳慕、、この、、二

とは筆i歌ケ韓撲簸汐そブ射絃肇1濠藤騨舞愛からカii鰹瞬ま翼嚢蓬盲雄奮1隣

の1譲におい』ては聾穏．t々／ili鶴耀穏な鷲亡葱拶鷺とL．・てその講諮鯛痴ミ

1欝鋼／に対出L，fて麟琵対鎮命に縫舗妻翼気〆，＿ことを意1象してい蕎

　蛋）では鉾鷲三々芦澤糞撃ズ葵鷺疑）購鋸期ではヨ欝し〆く薦1く，繭蓬勢

穫妻鰭．馨1時鎖はぜも、た＞いびイ左1々邦1鱒？1賛寅鷺の擁ず｛則力玉鷹棺燐に業愛

し、て、ぬ弩一惣無く霧紅i難Lノ菰ことを雪曼し，，潤ぐレ・燈鼻

　一恩冨に譲辱配は｛蜘．々芦シ…lil斜㎜罫，、ノ1頼芦蟻奪造瀞災を鋒護とし、て，ダ蕪

署　三系か録翼灘、三紅至　　駅で，構謎線の溝側が交農こ昇降

灘翼襲雛を講墾，）薫翼し　“きた鉱とを一述肌♂£ノ瓠寿叢委　／三一蹴繕／．、、峯羅羊．．脈羅

につい1て）無劉1診／　線1鶉（廼）岬磁ゆは麟骸汎蕪晦、薫舞纂三1．羅鮮或にお

ける申瀞鮭1卸・1自弓朝の「で左弔々芦1一辱墜子一ノ1頼ノ瞬君難難茎鳩をゴ翼

馨央してヤ・るものと．角華してよい1で凝篠う、、さ1　ここ藩も1の

，籔垂、義、騰綴のヌ1饗潮くが艶　捺髄1二夢鋒艦騰耀罫拶集毫雛おけ悉ぼ雄蹴箏．鱈

轡畢ギの濃熱、総1薫の欝騰1藤翻藪iξ藁〉と講三等鞍に｛以罹ぐいること1演欝

簾麟紀に入つても同様な運動があつたこ、激を明瞭に示し

賃＼ハ望毒。

　鱗・／，翻事警泉i霊鞍〉／弩岡／生に預》いて説弄ると肇｛蜜々／頃新／藏イ美お厩

以薦では全体を遜じてN謄SW性が優勢で婁．るが，麟

蓑，1箭層齢東側では，≧顕著な方1蝕跳は1馨、ξ鰍睡》れない。このこ

歌は｝｛激騨ノ暮幽騰鍵の1欝｛！顯では，常竃鎗漏三々ノ田斯1 に篠ζダ玉1惹

ε襲一く難8の



地1質調査所月報　（第13巻第11号）

行な方向（NE－SW）を軸とするような運動を繰り返

していたのに対して，東側では不規則な運動をし，両者

間で運動の様式を異にしていることを示しているものと

解される。

　佐々川断層付近西側における，等層厚線の方向性は，

佐世保層群上部の偽層の方向性とも，前の項で述べた炭

層およびその上・下盤の等層厚線の方向性ともほず一致

している。また，各図全般を通じて地域中北部（江迎一

志佐問）において等層厚線が複雑な特異な形を示す部分

が認められる。この部分では偽層の方向性もみだれて特

異な形状を示していることは興味深い。以上述べたよう

に，『これらの等層厚線の方向性と偽層．のそれとが密接な

関連性を有することは基盤運動が水流り方向性に影響を

与えているヒとを意味しているのかもしれない。さらに，

等層厚線図の峰と谷の軸の移動や消長についても詳細に

検討を加えているが，まだ結論を得ていない。

4．凝灰角礫岩の等層厚線図

　第2図に示すように，④江里凝灰角礫岩層（1～10m），

⑫本ケ浦凝灰岩層（1。0～8、Om）　（三枚物層の上盤）を

作成した．⑫においては明瞭に地域の東部ほど厚くなり，

火山砕屑物が西方から供給されたことを示し，しかも，

この層厚変化の傾向が直下の三枚物炭の層厚変化⑪の傾・

向とよく一致しているFとは注目すべきことである・④

においては，層厚最小の部分が地域のほゴ中央部に位置

し，その周辺に向かつて次第に厚くなり，特異な層厚分

布を示すが，その堆積上の意味は明らかでない。・

5．結　　論

　1）　炭層およびその上・下盤の等層厚線の方向は一般

に偽層の傾斜方向とも一致し，堆積物を運搬した水流の

方向を示すものと解される曾

　この水流の方向性は佐々川断層の西側では各層を通じ

てNE－SW性が顕著であるが，同断層の東側では，炭

層およびその上・下盤は相互に関連性を持つているが，

方向性が複雑である。

　2）　下盤が顕著な砂岩の場合でもその直上の炭層はよ

く連続し，しかも水流のある環境のもとで堆積したこと

は，流移堆積によつて生成されたことを暗示しているも

のと思われる。

　3）炭層およびその上・下盤の等層厚線図相互の間で

は，2，βの例を除いて，層厚変化の傾向について明瞭

な関係は認められない。

　4）鍵層問の等層厚線図は基盤の昇降運動を反映して

いるものと考えられる。しかも佐々川断層付近をほダ鏡

にして東西両側間でシーソーのように交互に昇降運動を

繰り返していることが明らかにされた。

　5）鍵層問の等層厚線図における方向性は，佐々川断

層付近以西では各図を通じてNE－SW方向が顕著であ

るのに対して東側では方向性があまり明瞭でない。佐々

川断層以西の方向性は炭層の等層厚線の方向性とも一致

する。

　6）凝灰角礫岩の等層厚線図から，少なくとも本ケ浦

凝灰岩層については火山砕屑物は西方から供給されたこ

とが推定される。
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